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北村信隆：中等・重症自己免疫性肺胞蛋白症に対するサルグラモスチム吸入試験の速報. 日本呼吸器学会誌
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呼吸器学会感染症・結核学術部会：アミカシン硫酸塩吸入用製剤(amikacin liposome inhalation suspension:ALIS 販
売名アリケイス吸入液590mg)に関する使用指針 改訂2024. 結核 99(6): 187-188, 2024.
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谷口寛和,迎　寛,竹本真之輔,赤城和優,赤城和優,小野沙和奈,小野沙和奈：悪性胸膜中皮腫におけるDNA修復機構

阻害薬がもたらすがん免疫賦活化作用の解明. 金沢大学がん進展制御研究所がんの転移・薬剤耐性に関わる先導

的共同研究拠点 2023:  2024.

由良博一, 坂本憲穂, 迎　寛：塗装工肺. 症例から学ぶ　「過敏性肺炎診療指針」の使い方 : 75-80, 2024.

古賀　哲, 髙園貴弘：アスペルギルスと気管支拡張症—アレルギー性気管支肺アスペルギルス症と慢性進行性肺

アスペルギルス症. 呼吸器ジャーナル  72(2): 288-294, 2024.

尾長谷　靖, 深堀　範, 迎　寛・COPDと関連疾患の重要知識Up-to-date　慢性咳嗽. medicina 61(12): 2303-2307,
2024.
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迎　寛・教授 代議員 日本呼吸器学会

迎　寛・教授 理事 日本呼吸器学会
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日本化学療法学会
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第7回日本アレルギー学会九州・沖縄支部地
方会 会長

日本アレルギー学会

迎　寛・教授 学会賞選考員会 担当理事 日本化学療法学会

迎　寛・教授 気管支鏡専門医検討委員会 委員 日本呼吸器内視鏡学会
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ザー
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迎　寛・教授 2023年度 学会賞選考委員会 委員長 日本結核・非結核性抗酸菌症学会
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迎　寛・教授 マイページ導入ワーキンググループ委員 日本呼吸器内視鏡学会

迎　寛・教授 気管支鏡専門医制度委員会委員長 日本呼吸器内視鏡学会

迎　寛・教授 教育委員 日本呼吸器内視鏡学会

迎　寛・教授 代議員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

迎　寛・教授
新型コロナウイルス感染症予防接種健康被
害審査部会（疾病・障害認定審査会）

厚生労働省

迎　寛・教授
第99回日本結核・非結核性抗酸菌症学会総
会・学術講演会 会長

日本結核・非結核性抗酸菌症学会

迎　寛・教授 DICTリザーブメンバー 日本環境感染学会

迎　寛・教授 総務委員 日本呼吸器内視鏡学会

迎　寛・教授 100周年事業実行委員副委員長 日本感染症学会

迎　寛・教授 感染症・結核学術部会 委員 日本呼吸器学会

迎　寛・教授 認定制度審議委員 日本呼吸器内視鏡学会

迎　寛・教授
咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2025 統括委
員長

日本呼吸器学会

迎　寛・教授 びまん性肺疾患学術部会 委員 日本呼吸器学会

迎　寛・教授
成人肺炎診療ガイドライン2024 作成委員会
委員長

日本呼吸器学会
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坂本憲穂・講師 長崎労働局地方労災医員 長崎労働局

坂本憲穂・講師 代議員 日本呼吸器学会

坂本憲穂・講師 評議員 日本化学療法学会

坂本憲穂・講師 評議員 日本感染症学会

髙園貴弘・准教授
One World Guideline “Aspergillosis”
Contributor

ISHAM (International society for human
and animal mycology) / ECMM (European
confederation of medical mycology)

髙園貴弘・准教授
One World Guideline “Candidiasis”
Contributor

ISHAM (International society for human
and animal mycology) / ECMM (European
confederation of medical mycology)

髙園貴弘・准教授 Editorial Board member Scientific Reports

髙園貴弘・准教授 Associate editor Respirology Case Reports

髙園貴弘・准教授 将来計画委員、広報委員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

髙園貴弘・准教授 Associate editor Medical Mycology

髙園貴弘・准教授 評議員、感染症学会誌編集委員 日本感染症学会

髙園貴弘・准教授 評議員 日本化学療法学会

髙園貴弘・准教授
日本医真菌学会 希少深在性真菌症の診断・
治療ガイドライン作成委員、支部関連学会
委員、代議員

日本医真菌学会

髙園貴弘・准教授

代議員、インターネットサーベイランス委
員、COVID-19エキスパートオピニオン委員
会委員、5学会合同COVID-19診療指針2024
作成委員

日本呼吸器学会

迎　寛・教授 代議員 日本老年医学会

細萱直希・教授 審査専門員 独立行政法人　医薬品医療機器総合機構

迎　寛・教授
障害認定審査会 感染症・予防接種審査分科
会臨時委員

厚生労働省

迎　寛・教授
新型インフルエンザ（A/H1N1）予防接種健
康被害調査部会委員（疾病・障害認定審査
会）

厚生労働省

迎　寛・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県福祉保健部国保・健康増進課

迎　寛・教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県福祉保健部医療政策課

迎　寛・教授 評議員 日本化学療法学会

迎　寛・教授 評議員 日本環境感染学会

迎　寛・教授 認定制度審議委員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

迎　寛・教授 理事 日本化学療法学会

迎　寛・教授 代議員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

迎　寛・教授 理事 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

迎　寛・教授 幹事 日本嫌気性菌感染症学会

迎　寛・教授 評議員 日本がん分子標的治療学会
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竹本真之輔・講師 理事 特定非営利活動法人西日本がん研究機構

岩永直樹・講師
レジオネラ診断における全国サーベイラン
ス研究事務局

日本感染症学会

岩永直樹・講師 Editorial Board member Frontiers in Immunology

岩永直樹・講師 評議員 日本感染症学会

岩永直樹・講師 成人肺炎診療ガイドライン2024 事務局 日本呼吸器学会

谷口寛和・講師 評議員 日本がん分子標的治療学会

谷口寛和・講師 長崎県がん診療連携協議会事務局 長崎県

谷口寛和・講師 評議員 日本肺癌学会九州支部

竹本真之輔・講師 長崎労働局地方労災医員 長崎労働局

岩永直樹・講師 評議員 日本化学療法学会

竹本真之輔・講師 評議員 日本肺癌学会九州支部

竹本真之輔・講師
日本肺癌学会ガイドライン・胸腺腫瘍小委
員会

日本肺癌学会

井手昇太郎・講師 社会保険委員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

井手昇太郎・講師 成人肺炎診療ガイドライン2024　SR委員 日本呼吸器学会

深堀　範・講師 代議員 日本アレルギー学会　九州支部会

深堀　範・講師 代議員 日本アレルギー学会

深堀　範・講師
「喘息予防・管理ガイドライン2024」WG SR
担当

日本アレルギー学会

深堀　範・講師
International Journal of Clinical
Practice Academic Editor

International Journal of Clinical
Practice

坂本憲穂・講師 評議員、理事 日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会

坂本憲穂・講師 長崎県地方じん肺審査医 長崎県

坂本憲穂・講師 代議員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

坂本憲穂・講師 気管支鏡専門医検討委員会 日本呼吸器内視鏡学会

坂本憲穂・講師 肺移植検討委員会 委員 日本呼吸器学会

坂本憲穂・講師 気管支鏡専門医制度委員会 日本呼吸器内視鏡学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

石本裕士・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「肺リンパ
腫における気管支肺胞洗浄液を用いた内科的
診断手法の確立」

髙園貴弘・准教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
ヒトVγ9Vδ2 型T 細胞による播種性Candida
auris 感染症の治療

尾長谷　靖・准教授
テルモ生命科学振興財団　研究
開発助成金

代表
小型肺聴診機器による録音データの遠隔収集
と解析システムの構築

尾長谷　靖・准教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
気管支喘息の難治化因子としてのPM2.5の分子
生物学的考察

分担

超高感度尿中微量蛋白質解析技術を用いた肺
癌と膵臓癌の新規早期診断マーカー開発研究
「肺癌検診におけるEIA 診キットの有用性の
検討，発がんハイリスク患者群での尿中蛋白
質断片の早期診断における有用性の前方視的
研究，肺扁平上皮癌と小細胞肺癌の新規診断
マーカーの開発研究」

迎　寛・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「プレボテ
ラ菌による肺炎増悪の機序の解明及び新規治
療法の開発」

迎　寛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「関節リウ
マチに伴う間質性肺疾患の呼吸器感染症発症
リスクを多層的に解析する基盤研究」

細萱直希・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
成人発症スチル病（AOSD）に対する5-アミノ
レブリン酸塩酸塩／クエン酸第一鉄ナトリウ
ム（5-ALA HCL/SFC）投与の医師主導治験

尾長谷　靖・准教授
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

代表
大気微粒子成分に特異的な喘息気道炎症パ
ターンの解明と治療戦略の提案

迎　寛・教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

分担
迷走神経刺激による気管支喘息に対する非薬
物療法の開発

細萱直希・教授
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

代表
関節リウマチに伴う間質性肺疾患の呼吸器感
染症発症リスクを多層的に解析する基盤研究

迎　寛・教授
公益財団法人　新日本先進医療
研究財団

分担
研究助成「小細胞肺がんの薬物治療抵抗性の
解析と新規治療戦略の確立」

迎　寛・教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

迎　寛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 若手研究「非小細胞肺癌
におけるAXL-MBIP融合遺伝子の病的意義の解
析と治療標的の検索」

迎　寛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 若手研究「間質性肺炎合
併肺癌において薬剤性肺炎の発症を予測する
新規高分解能CTスコアの確立」

分担
薬剤性肺障害の予後改善を目指した診断プロ
セスの一般化と症例集積を目的とした研究

研　究　題　目

迎　寛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「肺リンパ
腫における気管支肺胞洗浄液を用いた内科的
診断手法の確立」

迎　寛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「HSP47を
創薬標的とした新規肺線維症治療薬開発と肺
線維化機序の解明」

迎　寛・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

迎　寛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「Trained
immunityによるアトピー性気管支喘息根治療
法の開発」

迎　寛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「プラス
チックの吸入による肺や全身への健康影響」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担
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竹本真之輔・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「非小細胞肺
癌におけるAXL-MBIP融合遺伝子の病的意義の
解析と治療標的の検索」

谷口寛和・講師
公益財団法人 上原記念生命科学
財団

代表
研究助成金「悪性胸膜中皮腫に対する新規が
ん化学免疫療法の開発」

谷口寛和・講師
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 若手研究

代表
悪性胸膜中皮腫におけるDNA修復機構阻害薬が
もたらすがん免疫賦活化作用の解明

谷口寛和・講師
武田科学振興財団 医学系研究助
成（がん領域（基礎）

代表
DNA修復機構阻害剤によるがん免疫賦活化作用
の解明と新規治療戦略の開発

谷口寛和・講師
公益財団法人　新日本先進医療
研究財団

代表
研究助成「小細胞肺がんの薬物治療抵抗性の
解析と新規治療戦略の確立」

深堀　範・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「Trained
immunityによるアトピー性気管支喘息根治療
法の開発」

深堀　範・講師
一般社団法人日本アレルギー学
会臨床研究支援プログラム

代表
PAI-1遺伝子多型がTezepelumabの効果に及ぼ
す影響についての研究

井手昇太郎・講師
大分大学グローカル感染症研究
センター共同研究

代表
肺非結核性抗酸菌症と慢性肺アスペルギルス
症合併例の疫学および予後予測因子の検討

井手昇太郎・講師
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
肺非結核性抗酸菌症および慢性肺アスペルギ
ルス症の長期予後観察のためのレジストリ構
築および予後不良因子の解析

井手昇太郎・講師
⽂部科学省 ⾼度医療⼈材養成拠
点形成事業

分担
次世代を紡ぐSDGsな感染症医療⼈材と研究者
の育成

城戸貴志・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「プラス
チックの吸入による肺や全身への健康影響」

坂本憲穂・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「好中球と
関連miRNA発現制御による創傷治癒遅延機構の
解明と革新的治療法の開発」

坂本憲穂・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「PPFに進
展するPM/DM-ILDの臨床予測モデルとそれを制
御する分子モデルの構築」

坂本憲穂・講師 日本医療研究開発機構 分担

難治性疾患等実用化研究事業　「多発性筋炎/
皮膚筋炎に伴う進行性フェノタイプを示す間
質性肺疾患に対する活性型IL-18特異的中和抗
体の開発研究」

坂本憲穂・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「肺胞オル
ガノイド新規培養系の確立によるin vitroヒ
ト肺線維症モデル創出」

坂本憲穂・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「肺リンパ
腫における気管支肺胞洗浄液を用いた内科的
診断手法の確立」

坂本憲穂・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「Ex vivo
再生肺による肺線維症モデルとマクロファー
ジの役割の解明」

髙園貴弘・准教授
一般財団法人輔仁会　若手教育
研究者のための助成金

代表
呼吸器感染症コンサルト症例データベース構
築ならび解析による若手呼吸器内科医教育シ
ステムの開発

坂本憲穂・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「HSP47を
創薬標的とした新規肺線維症治療薬開発と肺
線維化機序の解明」

代表
肺非結核性抗酸菌症の原因菌種の地域内偏在
と、土壌・水質との関連性評価

髙園貴弘・准教授
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

代表
自然免疫系エフェクター細胞による肺アスペ
ルギルス症新規治療法の開発

髙園貴弘・准教授 長崎大学　CHODAI共創グラント
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林　史子・大学院生
日本呼吸器学会　海外学会参加
助成/APSR2024 Hong Kong

代表

Nab-TET: A phase II clinical trial on the
efficacy and safety of carboplatin plus
nab-paclitaxel in chemotherapy-naive
advanced or recurrent thymic epithelial
tumors

赤城 和優・大学院生 井上満治医学研究奨励基金 代表

Impact of ramucirumab pharmacokinetics in
combination with docetaxel on the
efficacy and survival in patients with
advanced non-small cell lung cancer

岩永直樹・助教
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　研究活動スタート支援

代表
多剤耐性緑膿菌による人工呼吸器関連肺炎モ
デルにおけるIL-22の有効性の検討

岩永直樹・助教
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　若手研究

代表
肺非結核性抗酸菌症の新規治療法開発に向け
た組織常在型リンパ球による予防効果の検証

岩永直樹・助教
MSD生命科学財団　研究助成　感
染症領域　若手研究者

代表
肺組織常在型リンパ球の活性化による肺非結
核性抗酸菌症の制御

行徳　宏・助教
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 若手研究

代表
間質性肺炎合併肺癌において薬剤性肺炎の発
症を予測する新規高分解能CTスコアの確立

芦澤信之・助教
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　若手研究

代表
腹腔内カンジダ症における病態解析と新たな
治療戦略の開発

迎　寛・教授
日本ベーリンガーインゲルハイ
ム株式会社

早期特発性肺線維症患者に対するニンテダニブ投与の安
全性と忍容性に関する解析

迎　寛・教授
日本ベーリンガーインゲルハイ
ム株式会社

EGFR 遺伝子変異陽性肺癌における高感度デジタルPCR を
用いたEGFR 遺伝子変異の解析

迎　寛・教授 富士フイルム富山化学株式会社
一酸化窒素（NO）トリプルノックアウトマウスを用いた
肺炎球菌肺炎の新規治療法

迎　寛・教授 杏林製薬株式会社
市中肺炎に対するラスクフロキサシンスイッチ療法の有
効性および安全性を評価する多施設共同単群非盲検試験

迎　寛・教授 大正製薬株式会社
酸素投与不要なCOVID-19 肺炎患者に対するクラリスロマ
イシンの有効性を探索するランダム化非盲検３群間比較
試験

迎　寛・教授
キリンホールディングス株式会
社

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）患者に対する L.
lactis strain Plasma（プラズマ乳酸菌）を用いた症状
緩和効果についての検証～無作為化二重盲検プラセボ対
象並行群間比較試験～（PLATEAU study）

迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社 経口COVID-19治療薬に関する選好の推定に関する研究

迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社

重症化リスク因子を有する軽症/中等症ⅠのSARS-CoV-2感
染症患者を対象としたエンシトレルビル フマル酸の有効
性及び安全性を評価する無作為化モルヌピラビル対照比
較試験

迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社

健康保険組合データベースを用いた抗インフルエンザ 薬
(バロキサビル・マルボキシル、オセルタミビル) のB型
インフルエンザウイルス感染 症の重症化抑制に関する比
較検討

迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社
インフルエンザ感染症の感染拡大にかかる因子の探索研
究

迎　寛・教授 金沢大学がん進展制御研究所
悪性胸膜中皮腫におけるDNA修復機構阻害薬がもたらすが
ん免疫賦活化作用の解明

迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社
抗インフルエンザ薬バロキサビル・マルボキシルに利便
性評価に基づく費用的価値の推定
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特 許

迎　寛・教授
化学感覚障害の予防又は治療用
組成物

2024年4月2日 出願中 特願2024/013573(PCT)

迎　寛・教授
剥離性間質性肺炎を判定するた
めのバイオマーカー

2024年9月4日 出願中 特願2024-152023

迎　寛・教授 クリプトコックス症治療薬 2023年3月17日 出願中 特願2023-043595

迎　寛・教授
糸状菌感染症の治療薬及び糸状
菌感染症の治療方法

2023年3月15日 出願中 特願2024-508228

迎　寛・教授
免疫チェックポイント阻害剤の
効果予測方法

2019年10月1日 2023年10月13日 特許7366374

迎　寛・教授
肺線維症の治療薬及び肺線維症
の治療方法

2023年3月15日 出願中 特願2024-508238

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

GSK

長崎地区及びその周辺の研究機関を急性呼吸器感染症
(ARI)により受診した高齢者を対象としたRSウイルス
(RSV)による疾病負担評価するための前向き多施設共同疫
学研究:Nagasaki ROAD study

髙園貴弘・准教授
ビオメリュー・ジャパン株式会
社

The Impact of broad-spectrum antimicrobials in
patients with community-onset pneumonia (COP) at
low risk of drug-resistant pathogens: a historical
cohort study

髙園貴弘・准教授 大塚製薬株式会社
ガラクトサミノガラクタンをターゲットとした肺アスペ
ルギルス症新規診断法の開発

髙園貴弘・准教授 旭化成ファーマ
慢性肺アスペルギルス症の治療実態に関するデータベー
ス研究

尾長谷　靖・准教授

ソニーグループ株式会社
気管支喘息患者自身によるスマートフォンへの入力デー
タを用いた喘息管理システム構築に関する研究-服薬リマ
インダーによるアドヒアランスの改善-

尾長谷　靖・准教授

谷口寛和・講師
金沢大学がん進展制御研究所共
同研究

悪性胸膜中皮腫におけるDNA 修復機構阻害薬がもたらす
がん免疫賦活化作用の解明

坂本憲穂・講師
株式会社インテグリティ・ヘル
スケア

間質性肺疾患（ILD）領域におけるePROを活用したフィー
ジビリティスタディ

髙園貴弘・准教授

コアテック
空間中に存在するウイルスの検出・捕集が可能な卓上空
気清浄機器の開発(J212000067)

髙園貴弘・准教授 日本メジフィジックス株式会社
慢性呼吸器感染症に対するFDG-PETを用いた疾患活動性評
価の探索的研究

尾長谷　靖・准教授

ソニーグループ株式会社
気管支喘息における音声、生体情報を用いた気道状態の
推定に関する研究

迎　寛・教授 Independent Clinical Research
Phase II study of ramucirumab and docetaxel for
previously treated non-small cell lung cancer
patients with malignant pleural effusion (PLEURAM)

迎　寛・教授
一般社団法人日本アレルギー学
会臨床研究支援プログラム

Tezepelumab の効果予測因子の探索

迎　寛・教授 富士フイルム富山化学株式会社
Prevotella intermedia 培養上清で誘導される肺炎重症
化に対するソリスロマイシンの抗炎症効果

迎　寛・教授
大分大学グローカル感染症研究
センター

肺非結核性抗酸菌症と慢性肺アスペルギルス合併例の疫
学および予後予測因子の検討
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

北陸中日新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

中国新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

伊勢新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

福井新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

山梨日日新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

信濃毎日新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

Yahoo!ニュース 2024年2月8日

日本感染症学会、日本呼吸器
学会、日本化学療法学会の3学
会合同で「新型コロナウイル
ス感染症治療薬の公費支援の
継続および高齢者肺炎球菌ワ
クチン接種の経過措置の継続
に関する要望書」を作成し、
2024年2月8日に武見厚生労働
大臣に提出した。

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

北國新聞 2024年2月9日 同上

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

迎　寛・教授
『肺炎』日頃からの予防対策
を

朝日新聞 2024年1月1日

『肺炎』の原因を知ってもら
い、ワクチン接種の重要性と
基 礎疾患のコントロールの重
要性 について解説した。

岩永直樹・助教 Adjunct assistant professor Tulane university, USA

迎　寛・教授 呼吸器の講義 国立大学法人　宮崎大学

井手昇太郎・講師 講義「健康寿命の延長に向けて」 学校法人　放送大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

迎　寛・教授 呼吸器内科学の講義、呼吸器の研究指導 学校法人　産業医科大学

坂本憲穂・講師
肺線維症の治療薬及び肺線維症
の治療方法

2022年3月17日 出願中 特願2022-042595

坂本憲穂・講師
剥離性間質性肺炎を判定するた
めのバイオマーカー

2024年9月4日 出願中 特願2024-152023

岩永直樹・助教

Compositions and methods for
preventing or reducing the
effects of infections by
coronaviruses that bind the
ace2 receptor

2020年4月24日 2021年10月28日 WO2021217120A3

坂本憲穂・講師
活性型IL-18検出キット、及び検
査方法

2023年11月17日 出願中 特願2023-195765

迎　寛・教授 細菌感染症治療用医薬組成物 2024年8月26日 出願中 特願2024-144143

髙園貴弘・准教授
糸状菌感染症の治療薬及び糸状
菌感染症の治療方法

2022年3月15日 出願中
特願2022-043792
PCT/JP2023/010134
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迎　寛・教授

事前特集・第99回日本結核・
非結核性抗酸菌症学会 会長
インタビュー「伝統を継承し
革新も求めて」

MTJ（THE MEDICAL
＆TEST JOURNAL）

2024年5月11日
第99回日本結核・非結核性抗
酸菌症学会開催の案内、解説
を行った。

迎　寛・教授
一緒に学ぼう！正しい知識
結核と非結核抗酸菌（NTM）
症

読売新聞 2024年5月30日
結核と肺NTM症の診断・治療の
現状についての説明を行っ
た。

迎　寛・教授

COVID-19あらたな治療薬とワ
クチンについて 長崎大学・
迎教授に聞くVol3「COVID-19
治療薬の課題と今後」

ｍ3.com 2024年4月16日
COVID-19治療薬のこれまでを
振り返り、その課題と今後の
期待について解説した。

迎　寛・教授 肺NTM症を知っていますか？ 長崎新聞 2024年5月1日
肺NTM症の診断・治療の現状に
ついての説明を行った。

迎　寛・教授

COVID-19あらたな治療薬とワ
クチンについて 長崎大学・
迎教授に聞くVol2「これまで
のCOVID-19ワクチンのあゆ
み」

m3.com 2024年4月4日
COVID-19ワクチンの開発後か
らこれまでのあゆみについて
解説した。

迎　寛・教授

学会トピック・第64回日本呼
吸器学会学術講演会 「成人
肺炎診療ガイドラインが７年
ぶりに改訂、ポイントは？」

日経メディカルオ
ンライン

2024年4月12日

7年ぶりの改訂となる「成人肺
炎診療ガイドライン2024」
（2024年版）について作成委
員会委員長として第64回日本
呼吸器学会学術講演会にて概
要説明を行った。

迎　寛・教授

GSKと長崎大学、RSウイルス
感染症による疾病負荷を評価
する50歳以上の患者さんを対
象とした国内最大規模の疫学
研究「Nagasaki Road
study」を開始

GSKプレスリリース 2024年4月10日

GSKと長崎大学が連携して行う
RSウイルス感染症による疾病
負荷を評価する疫学研究
「Nagasaki ROAD study」につ
いて、研究アドバイザーとし
て研究の重要性と今後の期待
について説明した。

迎　寛・教授

COVID-19あらたな治療薬とワ
クチンについて 長崎大学・
迎教授に聞くVol1「COVID-19
流行下で進んだ治療薬・ワク
チン開発」

m3.com 2024年3月20日
COVID-19流行下で進んだ治療
薬とワクチンの開発について
解説した。

迎　寛・教授
高齢者のワクチン 肺炎リス
ク軽減に有効

読売新聞夕刊 2024年3月16日
高齢者や基礎疾患を有する患
者の肺炎予防の重要性につ い
て説明

迎　寛・教授
学会長シリーズ「第99回日本
結核・非結核性抗酸菌症学会
学術講演会」

九州医事新報 第
718号

2024年3月20日
第99回日本結核・非結核性抗
酸菌症学会開催の案内、解説
を行った。

迎　寛・教授
重症化予防へ支援継続を 厚
労省に団体 コロナ、肺炎球
菌巡り 秋野氏ら同席

公明新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授
コロナ「第10波」に 11週連
続増

長崎新聞 2024年2月10日
コロナ「第10波」の現状と予
防の重要性を解説した。

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

熊本日日新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

南日本新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

宮崎日日新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授
コロナ治療薬、公費支援継続
を 4月以降も、3学会が要望

長崎新聞 2024年2月9日 同上

迎　寛・教授 結核と肺NTM症知って 長崎新聞 2024年5月31日
結核と肺NTM症の診断・治療の
現状についての説明を行っ
た。

迎　寛・教授
「重症化で死に至ることも」
肺NTM症

長崎新聞 2024年6月4日
肺NTM症の診断・治療の現状に
ついての説明を行った。

迎　寛・教授
桂ざこばさんを苦しめた「喘
息」とはどのような病気？…
年間１０００人が死亡

読売新聞オンライ
ン

2024年6月12日
喘息についての解説を行っ
た。
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迎　寛・教授
桂ざこばさんを苦しめた「喘
息」とはどのような病気？…
年間１０００人が死亡

あさパラS 2024年6月15日 同上

迎　寛・教授
時流・成人肺炎GL改訂ポイン
ト「「ウイルス性肺炎」「誤
嚥性肺炎」などを新設」

m3.com 2024年6月28日
「成人肺炎診療ガイドライン
2024」の改訂ポイントのうち
新設項目について解説した。

迎　寛・教授
時流・成人肺炎GL改訂ポイン
ト「肺炎予防は口腔ケアも重
要」

m3.com 2024年7月2日

「成人肺炎診療ガイドライン
2024」の改訂ポイントのうち
肺炎予防のための口腔ケアの
重要性について解説した。

迎　寛・教授

新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）治療薬 エンシ
トレルビル フマル酸の 新た
な臨床データの発表について

塩野義製薬株式会
社プレスリリース

2024年6月28日

塩野義製薬が発表した新型コ
ロナウイルス感染症（COVID-
19）治療薬エンシトレルビル
フマル酸の新たに得られた臨
床データについて、臨床研究
担当医師として解説を行っ
た。

迎　寛・教授
診療指針 今後も更新を 新型
コロナ 3学会が厚労相に要望

公明新聞 2024年7月3日

第10.1版を最後に終了する
「新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）診療の手引き」
について、発行の継続を求
め、日本感染症学会、日本化
学療法学会、日本呼吸器学会
の3学会合同で厚生労働大臣に
要望書を提出した。

迎　寛・教授
コロナ「診療の手引き」、今
後は3学会で更新 厚労相が了
承

MEDIFAX 2024年4月3日 同上

迎　寛・教授

新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）治療薬 ゾコー
バ（エンシトレルビル フマ
ル酸）の有意な入院抑制効果
を確認

長崎大学プレスリ
リース

2024年7月16日

研究代表者としてた第98回日
本感染症学会学術講演会／第
72回日本化学療法学会総会 合
同学会において、ゾコーバ
（エンシトレルビル フマル
酸）のCOVID-19入院抑制効果
により、重症化リスク因子を
有する患者に対する効果的な
治療薬であることが示唆され
た、新たな結果を発表した。

迎　寛・教授
新型コロナの入院抑制 治療
薬「ゾコーバ」 長崎大が研
究

長崎新聞 2024年7月17日 同上

迎　寛・教授
新型コロナの入院抑制 治療
薬「ゾコーバ」 長崎大が研
究

m3.com 2024年7月17日 同上

迎　寛・教授
コロナ患者 全国で急増 変異
株「KP・3」が流行

公明新聞 2024年7月26日
新型コロナの変異株「KP・3」
について解説し、予防の重要
説について説明した。

迎　寛・教授
呼吸器感染症、「予防週間」
始まる 関連学会、29日に
ウェブ講演会

MEDIFAX web 2024年9月24日

呼吸器感染症への対策の啓発
「呼吸器感染症予防週間」の
活動の一環として日本感染症
学会、日本化学療法学会、日
本呼吸器学会の3学会合同で講
演会を行った。

迎　寛・教授
呼吸器感染症、「予防週間」
始まる 関連学会、29日に
ウェブ講演会

日刊薬業 2024年9月25日 同上

迎　寛・教授
呼吸器感染症、「予防指針」
に協力の構え 関連3学会

メディファクス 2024年10月7日 同上

迎　寛・教授
マイコプラズマ肺炎 患者数
急増 5つの学会が感染対策な
ど提言

NHK News 2024年10月27日

マイコプラズマ肺炎の感染者
数が増加している状況で日本
呼吸器学会などの5つの学会が
提言を公表したことについ
て、解説を行った。

迎　寛・教授
Medical society recommends
steps to prevent
mycoplasma pneumonia

NHK 2024年10月27日 同上
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 学術賞受賞

谷口寛和・講師 2024年度 インパクト論文賞 国立大学法人長崎大学

Three distinct mechanisms
underlying human γδ T
cell-mediated cytotoxicity
against malignant pleural
 mesothelioma

谷口寛和・講師 2024年度 インパクト論文賞 国立大学法人長崎大学

Pan-HER inhibitors overcome
lorlatinib resistance
caused by NRG1/HER3
activation in ALK-
rearranged lung　cancer

迎　寛・教授 2024年度 Highインパクト論文賞 国立大学法人長崎大学

Efficacy and Safety of
Ensitrelvir in Patients
With Mild-to-Moderate
Coronavirus Disease 2019:
The Phase 2b Part of a
Randomized, Placebo-
Controlled, Phase 2/3 Study

迎　寛・教授 志賀 潔・秦佐八郎記念賞
公益社団法人 日本化学
療法学会

呼吸器感染症における口腔連
鎖球菌と嫌気性菌、およびウ
イルス感染の機序と治療法に
関する研究

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

迎　寛・教授 二木賞 日本感染症学会

Comparative study of
bacterial flora in
bronchoalveolar lavage
fluid of pneumonia patients
based on their pneumonia
subtypes and comorbidities
using 16S ribosomal RNA
gene analysis

迎　寛・教授
マイコプラズマ肺炎の流行が
拡大中！冬に備え、呼吸器感
染症の対策を

読売新聞 2024年11月23日

マイコプラズマ肺炎の流行に
関して、ワクチン接種の重要
性と基礎疾患のコントロール
の重要性について解説した。

迎　寛・教授
新型コロナウイルス感染症の
いま 求められる「正しい知
識」

読売新聞 2024年11月27日

いま知っておきたい新型コロ
ナウイルス感染症の最新情報
について東京大学医科学研究
所先端医療研究センターの四
栁宏教授と対談した。

迎　寛・教授

成人肺炎診療におけるパラダ
イムシフト ―院内肺炎にお
ける広域/狭域抗菌薬治療の
考え方―

日経メディカルオ
ンライン

2024年11月5日
院内肺炎における広域/狭域抗
菌薬治療の考え方について解
説を行った。

迎　寛・教授
呼吸器疾患診療の最新情報
第８回「肺炎」

杏林シンポジア
（ラジオ番組）

2024年12月23日
最新の肺炎診療について解説
を行った。

谷口寛和・講師

小細胞肺がんの治療に新たな
可能性を発見-ATR阻害剤と抗
PD-L1抗体の併用療法の有効
性を確認 -

長崎大学プレスリ
リース

2024年10月31日

小細胞肺がんに対する新たな
治療選択肢の可能性を発表し
た。
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